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朝鮮学士の日記・紀行文に見る朝鮮通信使の旅
THE TRAVEL OF A KOREAN DELEGATION TO JAPAN 
As seen in the Diaries and Travel Records of Korean Scholars 
朴賛基＊
During the Edo period, twelve Korean delegations travelled to Japan . 
they accomplished exchanges on a cultural level throμgh folk performances 
and poetry and were also exposed to several incidents. Among them. the 
delegation of 1764 offers a good image of the exchages between the two 
countries as well as the feelings the ordinary Japanese held against the 
Koreans. both aspects being at the time at a turning point. 
I shall focus on the ll th Korean delegation. the one of 1764, trying to bring 
to light its true image on basis of Japanese and Korean documents that refer 
to it. 
As records of the ll th delegation there are : ambassador’s Cho Eom 
Haesa-Ilki, chief secretary’s Nam Ok Ilk¥ヰrankiand Ilkwan Chang ]ak. 
secretary’s Seong Dae Jung Ilbon-Rak. secretary’s Won ] ung Keo Seungsa-





Ryung’s Gaemi-Saheng-Ilki. clerk’s Kim In Kyom刀Dong] angyu Ga to 
name only a few. 
From the Japanese side, records such as Chosenjin -Raihei -Gyoretsu, 
Kanshi -Raihei -Kiroku, Horeki-14nen-Chosen-Shiki, Chosen-Raihei-Horeki-
Monogatar and many others have remained. 
I shall center my discussion on ambassador's Cho Eom’s Haesa-Ilki and 
Kim In Kyom’s IlDong ]angyu Ga and, through a comparison with other 
records such as listed above I shall look describe a few incidents and at the 
exchanges between the two countries. 
At the same time, I shall look at the feelings the ordinary Japanese of the 
time held against the Koreans. 
Last but not least. the poem making sessions held by Korean and 
Japanese literati together at the various points during the delegation’s 
journey can be said to have been a distinctive way of collaboration between 
the two countries and, at the same time, a good opportunity for the literati 
of the countryside to check the depths of their knowledge. I would like to 





















































































































































































































































































































































































太守、接伴長老におく った書翰及び礼単、同回礼書翰及び礼単、 ⑤与彼人往復文字と状啓、 ⑥笹
話 ・祭文・暁諭員役文・禁制条・約束条・日供、 ⑦三使一行名録、 ⑧路程記⑨日本信使行次の諸般
軍令となっている。
②朝鮮通信使の三房書記と して随行した金仁謙の長篇歌辞体紀行文である。これはハングルで記され
ている。
③ I日東壮遊歌j、fi毎桂日記j等によると、 「使臣は朝鮮国王の命に従って国書伝達及び諸儀式に参
加するべきであるが、文士である自身は日本人に拝礼することはできなしづと入城を拒んだのであ
る。
④ 「草茅危言」、（寛政元年序）、（r日本経済大典j二三所収）。
⑤甲申年 0764）正月十三日。
⑥甲申年正月十一日。
⑦荻生但僚の門下の人で字は仲錫、通称は郡大夫とよばれた。江戸人。
⑧木貞貫（木村蓬莱）、名は貞貫、号は蓬莱山人、尾張の人、勝山藩の儒臣。
⑨名は孝徳、字は子章、通称、は平佐衛門、号は太室、井上蘭台に学ぶ。古註学派、佐倉藩家老。
⑩柴邦彦（柴野栗山）、碩儒、名は邦彦、字は彦輔、号は栗山、古愚軒、程朱学派、徳島藩儒臣。
⑪源雲 （松平君山）、本姓は千村氏、名は秀雲、字は子竜、号は君山、名古屋藩儒臣。
⑫字は子相、号はj倉洲、 1802年没。
⑬名は宜生、字は挺之、 号は新川、 尾張人、松平君山に学ぶ。
⑭本姓は阿野氏、名は白駒、字は千里、通称は太仲、号は龍洲、蓮池藩儒臣。
⑮清田傍受、名は絢、 字は君錦、江村北海の弟、越前藩儒臣。
⑮名は喚、字は彦章、丹郎、号は養軒、宇野明霞に学ぶ。
⑫字は子業、号は西涯、岡山人、岡山藩儒臣、河口静斉に学ぶ。程朱学派。
⑮名は魯、字は道載、号は南j真、僧大i朝、山県周南に学ぶ。復古学派、福岡藩儒臣。
⑬明和元年 0764）の訪日の折には、 上に述べたこつの事件の他に、もう二つの注目すべきことがあ
った。一つは壱岐島の沖で鴎木が折れて、正使船が沈没しそうになったところを武官の徐有大と柳
達源の敏捷な行動によって幸い難を免れたこともあった。また今回の訪日の正使越臓の功績ともい
えることで、往路に佐須浦でその種子数斗を釜山に送り、帰路にはその栽培貯蔵法まで習って帰り、
釜山と済州道に移植したのが孝行麻（薩摩芋）栽培の最初だ、ったのである。
⑮拙稿、 「朝鮮通信使と歌舞伎J、（『国際日本文学研究集会会議録（第十四回）J、国文学研究資料館、
1990）参照。
＠田代和生、 『書き替えられた図書J（中公新書、 1984年）参照。
??????
⑫上垣外憲一、I雨森芳洲J（中公新書、1989年）参照。
⑫申維翰、 ri毎瀞録J（萎在彦訳註、東洋文庫252、1974年）参照。
討議要旨
今関敏子氏は、日記、紀行文の表記の問題について、日本の場合漢文で書かれた日記
と、仮名で書かれた日記は異なるが、韓国においても、 漢文で書かれたものとハングル
で書かれた日記との違い、さらに記録と文学の日記との違いがあるかどうかについて説
明を求められた。発表者は、漢文で書かれた 『海桂日記Jにはあまり文学的な要素は見
あたらないが、これに対してハングルで書かれた 『日東壮遊歌jは韻文体であり、 記録
的な側面とともに、かなりの風景描写があり文学的要素が読みとれる。したがって、前
者は記録としての価値が認められ、後者は文学として扱われているという答えがあった。
これをうけてボート氏から、漢文体の紀行にも報告だけでなく漢文詩の混ざったものが
あり、また逆に、ハングルで書かれた紀行も風景描写ばかりでなく、叙事詩的な面をも
もっているという意見が出された。発表者は 『海桂日記』は分量も多く、内容も、日記、
幕府との連絡事項やおみやげの目録、さらに詩も300首あまりと多彩であり、確かに文
学的要素も含まれているといえる。一方『日東壮遊歌』は、短い文章でいいところだけ
を集中的に描写してゆくという特徴がある点前者と異なるとの説明があった。また今関
氏の、日本の場合、とくに王朝文学においては紀行には、歌枕をたずねて詩を詠む、あ
るいは都回帰などの表現類型があるが、同様のものが韓国の紀行にも存在するかという
質問に対しては、韻律を崩さないで風景描写を全文にわたってしているところに類型が
あると思われるという返答があった。
また、武井協三氏より、琉球使節の場合には芸能の交流が行われ、浄瑠璃、能による
饗応があったとされるが、朝鮮通信使の記録に同様のものがあるかという質問が出され、
朝鮮通信使の時も歌舞伎上演が行われているという返答があった。
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